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　本書は新書版で の色彩心理学の入門書である 。 しか

し， 著者が心理学 の研究者 で あるが為に ， 色彩心理学

の 入門書との 題名 をつ けたが，内容的には色彩心理学

に限らず，広く色彩学の入門書として もよい内容で あ

る 。 そ の 内容は ニ ュ
ー

トン，ゲ
ーテ の 色彩研究の紹介

に始ま り， ド
ール トンと色覚異常研究の話 へ と続く。

次 に色覚説が取り上げられ ， 更に フ ォ ン ・クリス の 二

重視覚説を取 り上げ錐体とかん体の 話を紹介して い る 。

従来の色彩の本にはあまり取 り上 げられていな い 動物

の 色覚の話は著者の研究分野の広さを示すもの で ある 。

「色の 強度と明るさの感覚」の章で は心理学者として

の知晃が遺憾な く発揮されて い る 。 「色を数字で表す」

で は難解 で ある OIE のシ ス テ ムを初心者に概念を伝

え る こ とに苦心 し て い る こ とが伺われ る 。 「カ ッ ツ と

色の現象学」の章では最近力ラ
ー

マネージメ ン トシ ス

テ ム で闘題 とされて い る色のモ
ー

ドの問題 が色の恒常

性 も絡め て 説 明され て いる 。 「色 の効 果」と 「色の感

性」の 章で は著者の実験デ ータを基に色彩科学に今後

取 り入 れるべ き色彩と感情の問題が広く扱われて い る 。

　以上のように本書の内容は多義 にわた り色彩学の 問

題 を扱 っ て お り，こ れか ら色彩学を学ぼ う とす る 人 に

と っ て は恰好の 入門書で ある と共に，心理 学的立場が

明確に現れて いるの で ， 心理学以外の立場 で 色彩学 を

扱 っ て いる研究者 にも心理学 的色彩学の 立場を理解す

る為 の 恰好 の 書で あ る 。

　　　　　　　　　　　（慶応義塾大学　鈴木　恒男）
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